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合性判定機関から構造計算適合性判定の業 建築指導室
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４１１ 歳入の徴収の事務を私人に委託した件 運輸政策課
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【教育委員会訓令】

番 号 表 題 担当課名

２※ 徳島県教育委員会文書規程の一部を改正す
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【労働委員会告示】

番 号 表 題 担当課名

１ 徳島県労働委員会のあっせん員候補者を告

示する件について



徳
島
県
告
示
第
四
百
三
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た

。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

指

定

居

宅

サ

ー

ビ

ス

事

業

者

指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

指

定

年

月

日

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

合
同
会
社
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

鳴
門
市
大
津
町
吉
永
六
五
番
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ

徳
島
市
沖
浜
東
三
丁
目
七
一
番
地

訪
問
看
護

令
和
三
年
六
月
一

二
〇

ａ
ｎ
ｏ
ａ

ニ
ュ
ー
Ｄ
Ｋ
ハ
イ
ツ
本
館
一
〇
五

日

株
式
会
社
ク
レ
ア

板
野
郡
藍
住
町
住
吉
字
藤
ノ
木

Ｒ
Ａ
Ｃ
ケ
ア
ス
タ
ジ
オ
藍
住

板
野
郡
藍
住
町
住
吉
字
藤
ノ
木
八

通
所
介
護

同

八
三
番
地
二

三
番
地
二



徳
島
県
告
示
第
四
百
四
号

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定

し
た
。令

和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所

サ
ー
ビ
ス
の

指
定
年
月
日

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

種

類

合
同
会
社
Ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ａ

鳴
門
市
大
津
町
吉
永
六
五
番
地
二

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｋ

徳
島
市
沖
浜
東
三
丁
目
七
一
番

介
護
予
防
訪
問
看
護

令
和
三
年
六
月

〇

ａ
ｎ
ｏ
ａ

地

ニ
ュ
ー
Ｄ
Ｋ
ハ
イ
ツ
本
館

一
日

一
〇
五



徳
島
県
告
示
第
四
百
五
号

徳
島
県
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
規
則
（
平
成
八
年
徳
島
県
規
則
第
二

十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
特
定
調
達
契
約
に
つ
い
て
随
意
契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
の
で
、
地
方

公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
（
平
成
七
年
政
令
第
三
百
七
十

二
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

契
約
に
係
る
特
定
役
務
の
名
称
及
び
数
量

徳
島
県
文
化
の
森
総
合
公
園
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
運
用
維
持
業
務

一
式

二

契
約
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
課
等
の
名
称
及
び
所
在
地

徳
島
県
立
二
十
一
世
紀
館

徳
島
市
八
万
町
向
寺
山

三

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
日

令
和
三
年
四
月
一
日

四

契
約
の
相
手
方
の
氏
名
及
び
住
所

三
菱
電
機
シ
ス
テ
ム
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
中
四
国
支
社
四
国
支
店

香
川
県
高
松
市
花
園
町
一
丁
目
九
番
三
八
号

五

契
約
金
額

三
千
六
百
四
十
二
万
千
円

六

契
約
の
相
手
方
を
決
定
し
た
手
続

随
意
契
約

七

随
意
契
約
に
よ
る
理
由

地
方
公
共
団
体
の
物
品
等
又
は
特
定
役
務
の
調
達
手
続
の
特
例
を
定
め
る
政
令
第
十
一
条
第
一
項
第

二
号



徳
島
県
告
示
第
四
百
六
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
道
路
の
区
域
を

次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
六
月
八
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

新
旧

敷

地

の

幅

員

延

長

路
線
名

区

間

番
号

の
別

（
メ
ー
ト
ル
）

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
山
城
町
上
名
字
ヲ
ソ

ゴ
ヱ
向
七
一
一
番
四
地
先
か

ら

旧

七
・
一
〜
四
二
・
六

七
一
・
二

２７

上
名
西
宇

同

字
シ
ノ

２

ベ
七
一
一
番
一
地
先
ま
で

同

新

七
・
一
〜
四
二
・
一

七
一
・
二



徳
島
県
告
示
第
四
百
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
六
月
八
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
郡
東
み
よ
し
町
足
代
字
円
通

２

寺
一
七
〇
五
番
二
地
先
か
ら

鳴
門
池
田

三
三
五
・
〇

令
和
三
年
六
月
八
日

１

同

昼
間
字
谷
二

八
六
番
三
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
四
百
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
東
部
県
土
整
備
局
徳
島
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
六
月
八
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

勝
浦
郡
上
勝
町
大
字
旭
字
宮
崎
四

６

番
二
地
先
か
ら

徳
島
上
那
賀

二
七
四
・
八

令
和
三
年
六
月
八
日

１

同

字
川
口
三

番
一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
四
百
九
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の
供

用
を
開
始
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局
三
好
庁
舎
に
お
い
て
、
令
和
三
年
六
月
八
日
か
ら
二
週

間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

道
路
の
種
類

県
道

整
理

延

長

路
線
名

区

間

供

用

開

始

の

期

日

番
号

（
メ
ー
ト
ル
）

三
好
市
山
城
町
上
名
字
ヲ
ソ
ゴ
ヱ

２

向
七
一
一
番
四
地
先
か
ら

７

上
名
西
宇

七
一
・
二

令
和
三
年
六
月
八
日

２

同

字
シ
ノ
ベ
七

一
一
番
一
地
先
ま
で



徳
島
県
告
示
第
四
百
十
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
七
十
七
条
の
三
十
五
の
八
第
二
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
か
ら
構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

の
変
更
に
つ
い
て
届
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
構
造
計
算
適
合
性
判
定
機
関
の
名
称
及
び
住
所

株
式
会
社
東
京
建
築
検
査
機
構

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
富
沢
町
一
〇
番
一
六
号

二

構
造
計
算
適
合
性
判
定
の
業
務
を
行
う
事
務
所
の
所
在
地

変
更
前

Ｔ
Ｂ
Ｔ
Ｃ
名
古
屋
構
造
セ
ン
タ
ー

愛
知
県
名
古
屋
市
中
区
錦
三
丁
目
七
番
九
号

変
更
後

閉
所

三

変
更
す
る
日

令
和
三
年
六
月
一
日



徳
島
県
告
示
第
四
百
十
一
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
令

和
三
年
四
月
一
日
次
の
と
お
り
私
人
に
歳
入
の
徴
収
の
事
務
を
委
託
し
た
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

委

託

し

た

事

務

委

託

し

た

私

人

徳
島
県
港
湾
施
設
管
理
条
例
（
昭
和
三
十
年
徳
島
県
条

ア
マ
ノ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

本
四

例
第
三
十
二
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
使
用
料
（
沖
洲

海
峡
バ
ス
株
式
会
社

マ
リ
ン
タ
ー
ミ
ナ
ル
駐
車
場
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

の
徴
収
の
事
務



徳
島
県
告
示
第
四
百
十
二
号

平
成
十
年
徳
島
県
告
示
第
四
百
七
十
三
号
（
指
定
金
融
機
関
の
名
称
及
び
所
在
地
等
を
定
め
る
件
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
三
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

二
の
３
の

の
表
南
昭
和
町
支
店
の
項
中
「
徳
島
市
南
昭
和
町
四
丁
目
」
を
「
徳
島
市
昭
和
町
一
丁
目

（三）

」
に
改
め
る
。



徳
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
二
号

庁

中

一

般

各

教

育

機

関

徳
島
県
教
育
委
員
会
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
教
育
委
員
会
教
育
長

浩

一

徳
島
県
教
育
委
員
会
文
書
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

徳
島
県
教
育
委
員
会
文
書
規
程
（
平
成
十
三
年
徳
島
県
教
育
委
員
会
訓
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
五
号
を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
の
次

に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

電
子
署
名

電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
電
磁
的
記
録
に
記
録
す
る
こ
と
が

で
き
る
情
報
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
措
置
で
あ
っ
て
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の
を
い
う
。

イ

当
該
情
報
が
当
該
措
置
を
行
っ
た
者
の
作
成
に
係
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
の
も
の
で

あ
る
こ
と
。

ロ

当
該
情
報
に
つ
い
て
改
変
が
行
わ
れ
て
い
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で

あ
る
こ
と
。

第
五
条
第
一
号
中
「
あ
て
」
を
「
宛
て
」
に
、
「
並
び
に
」
を
「
及
び
」
に
、
「
主
務
課
に
」
を
「
主

務
課
等
に
」
に
改
め
る
。

第
七
条
第
二
項
本
文
中
「
（
そ
の
保
存
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
を
除
く
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同

じ
。
）
」
を
削
り
、
「
用
紙
に
出
力
し
、
そ
の
余
白
に
主
務
課
収
受
印
を
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
軽
易

な
も
の
を
除
き
、
電
子
文
書
の
フ
ァ
イ
ル
名
に
収
受
し
た
年
月
日
を
追
記
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項

た
だ
し
書
を
削
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
立
案
年
月
日
」
の
下
に
「

、
分
類
記
号
、
保
存
期
間
」
を
、
「
文
案
」
の
下
に
「
、
事
案
の
処
理
に
必
要
な
書
類
」
を
加
え
、
「
こ

と
」
を
「
方
法
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
事
案
の
処
理
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
が
大
量
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り

電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
主
務
課
長
が
認
め
る
場
合
は
、

登
録
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
登
録
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
書
類
（
第

十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
「
登
録
が
困
難
な
書
類
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
回
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
立
案
は
、
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
に
文
書
件
名
等
（
文
案
及
び
事
案
の
処
理
に
必
要
な
書
類
を
除
く
。
）
を
登
録
す
る
方
法
に
よ
り
作

成
し
た
立
案
用
紙
（
様
式
第
七
号
）
に
よ
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

秘
密
に
属
す
る
事
案
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
文
案
を
登
録

す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
主
務
課
長
が
認
め
る
事
案

二

電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
以
外
の
専
用
シ
ス
テ
ム
（
電
子
計
算
機
を
利
用
し
て
特
定
の
事

案
の
処
理
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。
第
三
十
五
条
第
二
項
第
二
号
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
利
用
し

て
文
案
を
作
成
す
る
た
め
、
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
文
案
を
登
録
す
る
こ
と
が
事
務
の



効
率
性
を
著
し
く
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
る
と
主
務
課
長
が
認
め
る
事
案

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
立
案
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

と
し
て
、
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
事
案

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
立
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

規
則
そ
の
他
の
規
程
（
こ
の
訓
令
を
除
く
。
）
で
立
案
の
様
式
を
定
め
て
い
る
事
案

当
該
様
式

を
用
い
る
方
法

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
軽
易
な
事
案
そ
の
他
の
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
事
案

教

育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
方
法

第
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
条
例
等
に
係
る
予
備
審
査
）

第
九
条
の
二

条
例
、
規
則
又
は
訓
令
の
立
案
に
当
た
っ
て
は
、
教
育
政
策
課
長
又
は
そ
の
指
定
す
る
者

の
予
備
審
査
を
受
け
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
立
案
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
二
条
第
六
号
中
「
の
規
定
に
よ
る
立
案
及
び
同
条
第
二
項
」
を
「
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
「
（

同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
及
び
同
項
」
を
「
並
び
に
同
条
第

一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
九
号
中
「
第
九
条
第
二
項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に

よ
る
回
議
並
び
に
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
九
条
第
二

項
」
を
「
第
九
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
回
議
す
る
書
類
並
び
に
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
関
係
書
類
」
を
「
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た

立
案
に
係
る
書
類
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
案
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
事
案
で
立
案
を
重
ね
る
も
の
は
、

適
宜
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
立
案
に
係
る
書
類
を
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
又
は
次
条
第
四
項
の
規
定
の
例
に
よ
り
回

議
す
る
こ
と
。

第
十
三
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
担
当
リ
ー
ダ
ー
以
外
の
担
当
に
属
す
る
職
員
の
回
議
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
十
三
条
中
第
五
項
を
第
七
項
と
し
、
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
に
、
そ
の
旨
を
明

示
し
な
け
れ
ば
」
を
「
の
左
上
欄
に
、
そ
の
旨
を
記
入
し
た
付
せ
ん
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

３

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
立
案
文
書
を
回
議
す
る
と
き
は
、
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用

し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
九
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
立

案
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
が
困
難
な
書
類
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
登
録
が
困
難
な
書
類
を
回
議
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

第
十
六
条
中
「
教
育
長
）
に
」
を
「
教
育
政
策
課
長
及
び
教
育
長
）
へ
」
に
改
め
、
同
条
を
同
条
第
二

項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加
え
る
。

条
例
、
規
則
又
は
訓
令
の
制
定
又
は
改
廃
に
係
る
立
案
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
十
三
条
第
一
項
及
び

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
回
議
を
経
た
後
、
教
育
政
策
課
長
及
び
教
育
長
へ
回
議
し
、
そ
の
審
査
を
受
け



な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
一
条
の
見
出
し
中
「
押
印
」
を
「
押
印
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
浄
書
し
た
文
書
」
の

下
に
「
（
浄
書
し
た
電
子
文
書
を
除
く
。
次
項
並
び
に
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
に
お
い
て
同
じ

。
）
」
を
、
「
、
公
印
」
の
下
に
「
（
契
印
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
及
び
第
四
十
四
条
に
お
い
て
同
じ
。

）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
性
質
又
は
内
容
に
よ
り
公
印
を
押
印
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

も
の
と
し
て
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
文
書

第
二
十
一
条
第
一
項
第
三
号
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

浄
書
し
た
文
書
で
公
印
を
押
印
し
た
も
の
は
、
原
議
書
と
契
印
で
割
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
案
に
係
る
浄
書
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い

。第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
、
県
の
機
関
に
対
す
る
も
の
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
」
を

削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
及
び
各
号
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
文
書

二

県
の
機
関
に
対
す
る
文
書

第
二
十
一
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

浄
書
し
た
電
子
文
書
の
う
ち
電
子
署
名
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
教
育
政
策
課
長

が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
子
署
名
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
十
二
条
第
二
項
第
二
号
中
「
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り

、
同
項
第
三
号
中
「
第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
案
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
同
条

第
三
項
」
を
「
第
九
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
押
印
し
な
い
文
書
」
の
下
に
「
（
次
項
に

規
定
す
る
電
子
文
書
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
項
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三
号
の
次
に
次
の
一

号
を
加
え
る
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
方
法
の
ほ
か
、
県
庁
総
合
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
線
を
利
用
す
る
方
法

に
よ
る
送
信

第
二
十
二
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
署
名
を
行
っ
た
電
子
文
書
の
発
送
に
つ
い
て
は
、
当
該
電
子
文
書

の
送
受
信
を
行
う
た
め
に
整
備
さ
れ
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
一
条
第
二
号
中
「
軽
易
な
文
書
」
を
「
軽
易
な
も
の
」
に
改
め
、
同
条
第
五
号
中
「
（
そ
の
保

存
期
間
が
一
年
未
満
の
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
用
紙
に
出
力
し
、
そ
の
余
白
に
教
育
機
関
収
受

印
を
押
印
し
」
を
「
軽
易
な
も
の
を
除
き
、
電
子
文
書
の
フ
ァ
イ
ル
名
に
収
受
し
た
年
月
日
を
追
記
し
」

に
改
め
、
同
号
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
こ
と
」
を
「
方
法
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
事
案
の
処
理
に
必
要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
当
該
書
類
が
大
量
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り

電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
登
録
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
所
属
長
が
認
め
る
場
合
は
、
登

録
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
登
録
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
書
類
（
第
三

十
八
条
第
三
項
に
お
い
て
「
登
録
が
困
難
な
書
類
」
と
い
う
。
）
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
回
議
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。



第
三
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
立
案
は
、
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ

ム
に
文
書
件
名
等
（
文
案
及
び
事
案
の
処
理
に
必
要
な
書
類
を
除
く
。
）
を
登
録
す
る
方
法
に
よ
り
作

成
し
た
立
案
用
紙
に
よ
っ
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

秘
密
に
属
す
る
事
案
で
あ
る
等
の
理
由
に
よ
り
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
文
案
を
登
録

す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
所
属
長
が
認
め
る
事
案

二

電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
以
外
の
専
用
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
文
案
を
作
成
す
る
た
め
、

電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
に
文
案
を
登
録
す
る
こ
と
が
事
務
の
効
率
性
を
著
し
く
損
な
う
お

そ
れ
が
あ
る
と
所
属
長
が
認
め
る
事
案

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
前
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
立
案
す
る
こ
と
が
困
難
な
も
の

と
し
て
、
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
事
案

３

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
立
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め

る
方
法
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一

規
則
そ
の
他
の
規
程
（
こ
の
訓
令
を
除
く
。
）
で
立
案
の
様
式
を
定
め
て
い
る
事
案

当
該
様
式

を
用
い
る
方
法

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
軽
易
な
事
案
そ
の
他
の
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
事
案

教

育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
方
法

第
三
十
七
条
第
六
号
中
「
の
規
定
に
よ
る
立
案
及
び
同
条
第
二
項
」
を
「
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
「

（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り
、
「
及
び
同
項
」
を
「
並
び
に
同
条

第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
七
条
第
九
号
中
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
る
回
議

並
び
に
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
十
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
第
三
十
五
条
第
二
項
」

を
「
第
三
十
五
条
第
一
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
回
議
す
る
書
類
並
び
に
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を

同
条
第
九
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
関
係
書
類
」
を
「
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た

立
案
に
係
る
書
類
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
案
の
場
合
に
お
い
て
、
同
一
事
案
で
立
案
を
重
ね
る
も
の

は
、
適
宜
、
当
該
事
案
に
つ
い
て
そ
れ
ま
で
に
行
わ
れ
た
立
案
に
係
る
書
類
を
電
子
決
裁
・
文
書
管

理
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
又
は
次
条
第
三
項
の
規
定
の
例
に
よ

り
回
議
す
る
こ
と
。

第
三
十
八
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
担
当
リ
ー
ダ
ー
以
外
の
担
当
に
属
す
る
職
員
の
回
議
の
順
序
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
三
十
八
条
中
第
四
項
を
第
六
項
と
し
、
第
三
項
を
第
五
項
と
し
、
同
条
第
二
項
中
「
明
示
し
な
け
れ

ば
」
を
「
記
入
し
た
付
せ
ん
を
貼
り
付
け
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
一

項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
案
文
書
を
回
議
す
る
と
き
は
、
電
子
決
裁
・
文
書
管
理
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
第
三
十
五
条
第
二
項
及
び
第
三
項
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
り

立
案
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

３

前
項
本
文
の
場
合
に
お
い
て
、
登
録
が
困
難
な
書
類
が
あ
る
と
き
は
、
同
項
本
文
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
方
法
に
よ
り
、
当
該
登
録
が
困
難
な
書
類
を
回
議
し
な
け
れ
ば



な
ら
な
い
。

第
四
十
四
条
の
見
出
し
中
「
押
印
」
を
「
押
印
等
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二

号
を
第
一
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

前
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
そ
の
性
質
又
は
内
容
に
よ
り
公
印
を
押
印
す
る
こ
と
を
要
し
な
い

も
の
と
し
て
教
育
政
策
課
長
が
別
に
定
め
る
文
書

第
四
十
四
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

浄
書
し
た
文
書
で
公
印
を
押
印
し
た
も
の
は
、
原
議
書
と
契
印
で
割
印
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
第
三
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
案
に
係
る
浄
書
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

第
四
十
四
条
第
三
項
中
「
、
県
の
機
関
に
対
す
る
も
の
及
び
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き
」
を

削
り
、
同
項
に
次
の
た
だ
し
書
及
び
各
号
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
文
書
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一

第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
文
書

二

県
の
機
関
に
対
す
る
文
書

第
四
十
四
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

浄
書
し
た
電
子
文
書
の
う
ち
電
子
署
名
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
も
の
に
は
、
教
育
政
策
課
長

が
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
電
子
署
名
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
四
十
五
条
第
一
項
第
二
号
中
「
（
同
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
案
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
」
を
削
り

、
同
項
第
三
号
中
「
第
三
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
立
案
（
前
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び

同
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
第
四
号
を
第
五
号
に
改
め
、
第
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

前
三
号
に
掲
げ
る
方
法
の
ほ
か
、
県
庁
総
合
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
回
線
を
利
用
す
る
方
法

に
よ
る
送
信

第
四
十
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

前
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
電
子
署
名
を
行
っ
た
電
子
文
書
の
発
送
に
つ
い
て
は
、
当
該
電
子
文
書

の
送
受
信
を
行
う
た
め
に
整
備
さ
れ
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
利
用
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
訓
令
は
、
令
和
三
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

改
正
後
の
第
七
条
及
び
第
三
十
一
条
の
規
定
の
う
ち
電
子
文
書
に
係
る
部
分
は
、
こ
の
訓
令
の
施
行

の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
に
収
受
す
る
電
子
文
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に

収
受
し
た
電
子
文
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

改
正
後
の
第
二
十
一
条
及
び
第
四
十
四
条
の
規
定
は
、
施
行
日
以
後
に
立
案
す
る
文
書
に
つ
い
て
適

用
し
、
施
行
日
前
に
立
案
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

４

改
正
後
の
徳
島
県
教
育
委
員
会
文
書
規
程
の
規
定
中
文
書
の
立
案
、
回
議
及
び
発
送
に
係
る
部
分
は

、
施
行
日
以
後
に
立
案
す
る
文
書
に
つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
立
案
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。



徳
島
県
労
働
委
員
会
告
示
第
一
号

労
働
関
係
調
整
法
（
昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号
）
第
十
条
の
規
定
に
基
づ
き
次
の
者
を
徳
島
県

労
働
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
と
し
て
、
労
働
関
係
調
整
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
一
年
勅
令
第
四
百

七
十
八
号
）
第
四
条
及
び
労
働
委
員
会
規
則
（
昭
和
二
十
四
年
中
央
労
働
委
員
会
規
則
第
一
号
）
第
六
十

八
条
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
六
月
八
日

徳
島
県
労
働
委
員
会
会
長

豊

永

寛

二

徳
島
県
労
働
委
員
会
あ
っ
せ
ん
員
候
補
者
名
簿

（
令
和
三
年
六
月
一
日
現
在
）

氏

名

現

職

略

歴

豊

永

寛

二

弁
護
士

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
八
期
・
現)

島

内

保

彦

弁
護
士

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
七
期
・
現)

鍋

恵
美
子

公
認
会
計
士

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
三
期
・
現)

永

本

能

子

弁
護
士

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
二
期
・
現)

宮

本

世
志
美

特
定
社
会
保
険
労
務
士

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
一
期
・
現)

小

合

弘

人

Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
徳
島
県
支
部
長

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
一
期
・
現)

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
徳
島
県
連
合
会

島

和

久

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
一
期
・
現)

事
務
局
長

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会
徳
島
県
連
合
会

大

谷

竹

人

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
現
）

会
長
代
行

情
報
産
業
労
働
組
合
連
合
会
徳
島
県
協
議
会

岡

美
由
紀

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
現)

議
長

森

本

光

全
徳
島
建
設
労
働
組
合
書
記
長

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
現)

濵

田

行

雄

徳
島
県
経
営
者
協
会
専
務
理
事

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
六
期
・
現)

坂

田

千
代
子

株
式
会
社
あ
わ
わ
会
長

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
四
期
・
現)

中

村

孝

雄

株
式
会
社
旭
木
工
代
表
取
締
役
社
長

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
三
期
・
現)

関
西
ピ
ー
・
エ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
株
式
会
社

坂

本

守

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
二
期
・
現
）

代
表
取
締
役

中

村

晃

子

丸
豊
保
険
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
代
表
取
締
役

徳
島
県
労
働
委
員
会
委
員
（
二
期
・
現
）

大

塚

二

朗

労
働
委
員
会
事
務
局
長

中

西

洋

一

労
働
委
員
会
事
務
局
次
長

倉

橋

伸

寿

労
働
委
員
会
事
務
局
調
整
課
長

金

澤

利

彦

労
働
委
員
会
事
務
局
審
査
課
長
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